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Le Grand Meaulnesの中の繰り返し
? ?
子
Le Grand Meaulnes研究が，その作者である Alain-Fournier 自
身の研究に重点が置かれ，作者の伝記的研究に基づいて，作品を解釈，分
析，批評しようとするもの，つまり《oouvrereflet de l'homme l》の見
方，考え方にもとづく，あるいは結果的にそれに帰着するものが多く，そ
れに対する批判をはっきりと表明する研究著書もあることは，拙稿『Le
Grand Meaulnesの中の自然2)』の冒頭ですでに触れた通りである。し
かし，そのように作品を作者から自立したものと見倣じ，「作品である限
りにおいての作品の厳格な批評3)」を目ざす研究者が，まず行なうのが，
作品の形，構造，成り立ちについての考察であることもまた事実である。
只，この方法は一般的な作品批評の一方法であるわけだが， LeGrand 
Meaulnesにおいては，先に挙げた，著者の人間を知ることによって作品
を考えて行こうとする方法と共に，この作品が，作者のほとんど唯一の作
品であるという事情と無縁ではないと思われる。しかし，それと同様に，
·• あるいはそれ以上に，この作品自体が上記の方法を二つともに喚起するだ
けの性格，要素を包含していると言えるのである。形について言うなら，
大きく三つの部分から成るこの作品は，一種意図的に構成されたとも思え
るある形が，全体またはもっと小さな部分ではっきりと見えるのである。
そこで，この度はこの作品の形，成り立ちについてみてゆくのであるが，
唯作品全体の構成だけではなく，各部 (partie)に見られる形，音楽作品
1) Marie Maclean: Le Jeu supreme, Librairie Jose Corti, 1973 p. 13. 
2) 「Alain-Fournier:Le Grand Meaulnesの中の自然一風と雨ー」（関西
大学文学論集第三十五巻第二号に掲載）
3) Le Jeu supreme, p. 1. 
20 
の内のモチーフ，「音型」のように，様々な章に繰り返し現われる描写や
登場人物の動作とその性格についてみてゆきたいと思う。というのも，こ
の作の成立の経緯，事情とその性質からして，それらが Alain-Fournier
の心的傾向，メンタリティーと無縁とは考えられないからである。その傾
向は作品の隅々に浸み出ているはずである。「僕は感じるというすばらし
い能力をもっている。あらゆる事物は，ただそれらが僕の心に残こす印象
によってのみ，僕に認識されてきたのだ」4)・と自ら言う Alain-Fournier
であってみれば，むしろそれは当然といえよう。
この作の構成を全体的に見ると，三つの部分が，第二部を中心にして対
称になっているのがわかる5)。第一部と第三部は，多くの指摘がすでにあ
る通り，共に十七の章から出来ており，（第三部の場合は Epilogueを
含めて）同じ重要な人物 (Yvonne)が登場し，示されるテーマも部分的
に同じである6)。しかしながらその全体的な性格は異る。云わば，テーマ
は同じであるが，調性がちがうのである。それ故，形の上では対称である
が質においては変調を加えた繰り返しである。その調子は，後の方が，失
望と苦い悔恨の思いにみちた，暗瀧として，やるせなく，しみじみと悲し
いものとなる。
『LeGrand Meaulnesの中の自然』において，天候の描写と登場人
物の心的状態との関連を言った折に，「同じ天候でありながら，二度目に
は同じ人物の思いの方には，陰りや強い悲しみや絶望の色が加わる例」を
4) 《J'aile merveilleux pouvoir de sentir. Toutes choses ne m'ont 
細 connuesque par 1 impression qu'elles la1ssa1ent sur mon匹 ur.》
(Jacques Riviere et Alain-Fournier: Correspondance I, Gal-
limard, 1966, p. 382) 
5) 《la symetrie des trois parties du roman ..》 (H.-A. Bouraou1; 
Structure intentionnelle du " Grand Meaulnes": vers le poeme ro-
mance, Librairie Nizet 1976, p. 33) 
6) 前掲書49~50ペー ジ参照。
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あげたが，この二度目，あるいは三度目，つまり後にくるものが暗く，悲
しい印象を与えるのは，作中に見られる様々な繰り返しがもつ共通の性格
である。そしてそれは，この作品が読者に与える印象—描写は部分的に，
なま
また時として非常に具体的で，生々としているにもかかわらず，どこか生
のものでない，捕まえてしまうことが出来ない，すべてのものを，それそ
のものでなくその imageによって見ているような，仮初のもの，遠ざか
るもの，終わろうとしているものを見ているような感じ—をうみ出す要
因の一つである。
三つの部分によって形づくられるこの変則的なシンメトリーは，すで
に第一部にある。この作の不思議な，夢のような（この言葉は批判的な意
味でも言われるが）性格を強く印象づけるのは，何といっても第一部の
Meaulnesの「冒険」である。すべてはそれが始まりのようである。冒険
者 Meaulnesの打ち明け話をこの作品全体の語り手である Franc;:ois
が語る Meaulnesの不思議な体験は，作中では 8章から17章までである
が，この部分は14章と15章を中心にして対称に，あるいはそれを挟んで先
に述べたような繰り返し，つまり A•B•A' の形になっている。只，そ
の繰り返しは，筋立てや人物の行動や背景といった，構造上はっきりとし
た場所を占めているものだけではなく，登場人物の日常的な動作や，あるい． 
は劇における効果音や小道具のように，添え物のように何げない描写の中
に見られるのである。
Meaulnesの不思議な冒険が繰り広げられる主な場所は，「不思議な屋
敷」 (ledomaine mys給rieux7>)で，それは作品の11章から17章の半ばま
でに当たる。その前後に，この屋敷に到達する Meaulnesが通り抜けて
きた，学校のある Saint-Agatheとこの屋敷を隔てている小牧場や野
原や畑，森の中での彼の行動が語られる。当然のこととも言えようが，
彼がこの屋敷から離れる過程よりも，近づき到達するまでのそれの方が多
くのページを用いて語られてはいるが，この屋敷内での冒険の頂点を成
7) Alain-Fournier; Le Grand Meaulnes, Flammarion, 1962. p. 57 
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す「出会い」 (larencontre8') とその前夜の「風変りな祭」 (larnte 
etrange9))の背景となる場所＿中庭 (lacour 10l)と母屋 Clebatiment 
principal ID l—を中心とするこの屋敷に到達しそこから遠ざかる
Meaulnesが移動する場所については，はっきりとした対称が見られる。
それは次のようである。
「森の外れ」 (aucoin du bois 12>)の「並木道」 (l'all紐12) から屋敷
に近づき，樅の木の間を通って，馬車でいっぱいの「別館」 (lesannexes 
du domaine13>)のそばの狭い中庭へ行き，そこにあるペルリン馬車 (une
berline14')を踏み台として別館の「ウエリントンの部屋」 (lachambre de 
Wellington 15l)に入り込むのである。そこから母屋での夕食と「風変り
な祭」へ，次の日には「出会い」の中庭へ，その後の「風変りな遊び」
(Etrange partie de plaisir16')へと赴き，常ならぬ体験の後＂＼日が暮
れる少し前にウエリントンの部屋へ戻り，そこを出て，古いベルリン馬車
に乗って並木道から，樅の木を窓ごしに見ながら，森の中へとこの屋敷を
離れ去るのである。
このように対称的に移ってゆく場所を背景として体験される Meaulnes
の冒険の中の繰り返しとその内容について，さらに詳しくみてゆきたいと
思う。
8) ibid., p. 75. 
9) ibid., p. 65. 
10) ibid., p. 75. 
11) ibid., p. 76. 但し13章では《leba.timent central≫(p. 66), 《lademeure 
centrale》(p.67)となっている。
12) ibid., p. 59. cf. 《cettealll!e de sapins》p.193. 
13) ibid. 
14) ibid., p. 60. 
15) ibid., p. 61. 
16) ibid., p. 78. 
17) 《son extraordma1re journ細》 (ibid.,p. 83.) 
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先に，冒険の頂点をなすのは「風変りな祭」と「出会い」であるといっ
たが，その頂点は14章から16章の初めまで続く。この間の Meaulnesの
心の状態を表わす表現を作中から取集めると以下のようである。
18) 
《Meaulnes,avec audace et sans s'emouvoir, enjamba un bane…》
《1n'y avait pas un seul de ces convives avec qui Meaulnes 
19) ne se sen tit a l'aise et en confiance.》
《Meaulnes,(…） se sentait un autre personnage. Lui aussi, 
gagne par le plaisir, se mit a poursuivre le grand pierrot a 
travers les couloirs du domame, …》20) 
《Aprescette fete ou tout etait charmant, mais fievreux et 
fou, ou lui-meme avait si follement poursuivi le grand pierrot, 
Meaulnes se trouvait la plonge dans le bonheur le plus calme 
du monde.》21) 
《Alorsce fut un reve comme son reve de jadis. 1 put imaginer 
longuement qu'il etait dans sa propre maison, marie, un beau soir, 
et que cet etre charmant et inconnu qui jouait du piano, pres de 
lui, c'etait sa femme…》22) 
次の「出会い」の15章では，朝早く，中庭へ下り立った Meaulnesは，
12月であるにもかかわらず《1se trouva comme transporte dans une 
journ紐 deprintemps. 23>》，その上《unevoix cardiale et joyeuse24'》
に親しげに呼びかけられそうに，絶えず思う。養魚池 (levi vier)に
映った自分を見て，《・1 crut vo1r un autre Meaulnes; non plus 
18) ibid., p. 69. 
19) ibid., p. 70. 
20) ibid., p. 71~72. 
21) ibid., p. 72. 
22) ibid., p. 73. 
23) ibid., p. 75. 
24) ibid. 
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l'釦olierqui s'etait evade dans une carriole de paysan, mais un 
~tre charmant et romanesque, au milieu d'un beau livre de prix . 25>》
この後で初めて Yvonnede Galaisに出会う。これに続く船遊びにつ
いては《Etrangematin鉛!Etrange partie de plaisir! 26> ➔。冬にもか
かわらず辺りは穏やかで，《Oneut pu se croire au coour de l'ete. 27l》
船を降りれば《touts'arrangea comme dans un r~ve. (...) les enfants 
couraient avec des eris de joie…28)》その後の Meaulnes と
Yvonneとの語らいについては言う必要もないと思うが，一つ挙げれば
《Ilsparlerent lentement, avec bonheur— avec amitie 29>》これら
《extraordinaire》な「遊び」と「出会い」と語らいの余韻につつまれた
まま Meaulnesはウエリントンの部屋へもどる。それが16章の冒頭であ
る。ここでこの屋敷に来て初めて， Meaulnesは《cette1舘ereangoisse 
qui vous saisit a la fin des trop belles journees 30'》を自分に内に
感じるが，《commes'il eut tout voulu preparer la pour un long 
sejour31)》部屋の中を片づけ終えると《Apaise,(…) le grand garゃn
se sentit parfaitement heureux. 32'》《1 etait la, mysterieux, 
etranger, au milieu de ce monde inconnu, dans la chambre qu'il 
avait choisie…3)》というのである。
作中，第三部の4章において， Meaulnes自身が彼の冒険について言っ
た《unhomme qui a fait une fois un bond dans le Paradis, . 34>》
《lorsquej'avais d釦ouvertle Domaine sans nom, j'etais a une 
25) ibid. p. 76. 
26) ibid. p. 78. 
27) ibid. 
28) ibid. 
29) ibid., p. 80. 
30) 31) ibid., p. 83. 
32) 33) ibid., p. 84. 
34) ibid., p. 177. 
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hauteur, a un degre de perfection et de purete que je n'atteindrai 
jamais plus. 35>》の意味を考えるとき， Yvonneとの出会いの前夜，こ
の屋敷の母屋の最も《paisible》な場所，隣りの部屋で，うしろ姿を見せ
て，未だ見知らぬ Yvonneが弾くピアノの静かな音が聞こえる食堂で
Meaulnesが浸っていた「この世の最も穏やかな幸せ」がこの「楽園」で
なくて何であろう36)。そして「もはや決して到達することのできない高み，
完全と純粋さの段階にいた」ことは，二度繰り返して言われる「別のモー
ヌを見る思い」「自分が別人になったように感じた」の表現，最後に挙げ
た「神秘的で，未知の」存在としての Meaulnesによって計り知ることが. . . . 
できる。この幸せと，この高みは， 16章の冒頭まで続いているのである37¥
この部分が Meaulnesの冒険の頂点と言ったのはこのためである。
この大きな頂点を挟んで，登り坂と下り坂のように前後に続く冒険の他
の二つの部分において，どのような繰り返しがあり，それがどのように違
うかを考えねばならない。
Meaulnesがこの屋敷の建物に入った最初は，「ウエリントンの部屋」
で，最後に出て行くのもこの部屋である。「ウエリントンの部屋」は Meaul-
nesの冒険の基地のようである38)。彼はここから《lafete etrange》へ入って
ゆくのだが，その時に，真に象徴的ともみえる次のような一文が1額tの初めに見
られる。
《Levent fit battre la fenetre ouverte. 39>》
35) ibid., p. 178. 
36) Alain-Foμrnier; Le Grand Meaulnes. Introduction, notes et 
choix de variantes par Claude Herzfeld, Librairie A. G. Nizet, 
1983, p. 315. 参照。
37) 前掲書 p.326. を参照。
38) それ故《lechambre de Wellington》と題された12章と作中でのこの部屋
に，大きな重要性を与える考え方もある。 (H.-A. Bouraoui, Structure 
intentionnelle du " Grand Meaulnes" pp. 59-60. 参照。）
39) Le Grand Meaulnes, Flammarion, p. 61. 
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開幕の合図のようでもあり，別の世界の始まりを告げているようでもあ
る40).,眠りから目ざめた Meaulnesがその音を聞くのである。それから
身仕度を整えて，母屋へと部屋を出てゆくが叫この時，初めて中庭に足
を踏み入れた時，ウエリントンの部屋のある別館のすぐそばでのこと。
《L'haleine glac紐 de la nuit vint lui souffler au visage et 
soulever un pan de son manteau. 42l》（これと同種の描写が後で人物と
状況をかえて繰り返えされる。）
Meaulnesはさらに歩を進め，「お祭の不思議な雰囲気43)」をもった建
物にとり囲まれた中庭で，むこうの方から聞こえる「歌声のようなもの4)」
に耳を傾ける45)。それから突然現われた「風がわりな少年」 (unextraor-
dinaire petit jeune homme46>)に指示される，あるいは導かれるように，
母屋・中央の建物の入口 (auseuil de la demeure centrale 47>) に，
40) cf. 《lafeni!tre ouverte》:compenetration de deux mondes. Seuil.》
(le Grand Meaulnes, Librairie A.G. Nizet, p. 307) 
41) 《ilendossa sur sa blouse d'釦olierun des grands manteaux dont il 
releva le collet plisse, remplac;a ses souliers ferres par de fins 
escarpins vernis et se prepara a descendre nu-ti!te.》(leGrand 
Meaulnes, Flammarion, p. 66) 
42) ibid. 
43) 44) 45) 《Etpourtant toutes ces ba.tisses ava1ent un mys給rieuxair 
de fi!te. Une sorte de reflet colore flottait dans les chambres 
basses ou l'on avait d1l allumer aussi, du cote de la campagne. des 
lanternes. La terre etait balay細； on avait arrache l'herbe envahis-
sante. Enfin, en pri!tant l'oreille, Meaulnes crut entendre comme 
un chant, comme des voix d'enfants et de jeunes filles, la-bas, vers 
les ba.timents confus ou le vent secouait des branches devant les 
ouvertures roses, vertes et bleues des feni!tres.》(ibid.,p. 66) 
46) ibid. 
47) ibid. p. 67. 
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《larnte etrange》そのものの入口に到達するのである。
冒険の頂点，《lafete etrange》と《larencontre》が，一《leParadis》
が終るところにも，先に挙げた象徴的な描写の文がまた見られる。
《Uncoup de vent fit battre la porte de l'arriere-chambre…48)》
異なるのは，中庭に面した窓と， Meaulnesの部屋に通ずる戸であるこ
と。今度は幸せな夢想 (reverie)から醒めた Meaulnesがその音を聞
く。
ウエリントンの部屋のすぐそばで，風が外套をひるがえらせる。
《Levent de la fenetre qu'il avait laissee grande ouverte faisait 
flotter sa pelerine…49)》
しかし今度は人物が異なる。それは一種の確信をもち50), 引きつけられ
るように母屋の《lafete etrange》へと進んで行き，時として，常ならぬ別
の自分になったとも感じた Meaulnesではなく，全く途方にくれた51)'
耐えがたい苦痛に気も狂わんばかりの Frantzである。しかも彼は卑俗
な酒場歌か何かを口笛で吹いている。 Meaulnesがウエリントンの部屋へ
入ったのと同じように，隣室であるその部屋に Frantzも窓から入った
48) ibid. p. 84. 
作中，今ここで取りあげる以外に，扉の音についての描写がいま一つある。
第二部1章の冒頭である。《Uneporte claquait dans la grande maison.》
(p. 143)ここでは Franc;oisが， Meaulnesのパリヘの出発によって
「自分の少年時代は永遠に去ってしまった」という思い，「自分は他の少年
達と同じような一人の町の少年にもどったのだ．．．」という思いを抱く前後に
ある。やはり何かの界を象徴しているように思われる。
49) ibid. 
50) 《-Descendreau diner, pensa-t-il, je ne manquerai pas de le faire. 
Je serai simplement un invite dont tout le monde a oublie le nom. 
D'ailleurs, je ne suis pas un intrus ici. 1 est hors de doute 
que M. Maloyau et son compagnon m'attendaient…》 (ibid.,p. 65) 
51) 《completementdesempare》(ibid.,p. 85) 
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ようである。 Meaulnesが母屋へ夕食に行ったときのように，彼も帽子を
かぶらず，外套を「はおって」いる。 Meaulnesが祭の不思議な雰囲度を盛
り上げる昔の若者の衣裳のつまった箱の中を覗きこんだように，彼も身を
かがめて，箱の中を探している52)。しかし Frantzがそこからとり出す
のは，非痛な，絶望的な書き置きを書くための便箋である。そして決定的
な違いは， Meaulnesが到達したのは，「この世の最も穏やかな幸せ」―
《leParadis》—であったのに反し，このときの Frantz の行く先は
《l'enfer53l》であったことである。
この後に現われる繰り返しも事ごとくその性格，印象が異なる。
Frantzに会った後，母屋へ下りて行った Meaulnesが出会って，彼
に指示を与えるのは，昨夜のような，風変りで，しかもエレガントな少年
ではなく 54)' フエルト帽をかぶった野暮な様子の普通の「田舎の少年」5)
である。さらに，窓のランタンもなく，祭らしい不思議な雰囲気も消え失
52) 《Quelqu'unetait ent註 la, par la fent!tre sans doute, et se 
promenait de long en large, A pas silencieux. Autant qu'on pouvait 
voir, c'etait un t袷sjeune homme. Nu-tt!te, une pelerine de voyage 
sur ses epaules, il marchait sans arret, comme affole par une dou-
leur insupportable.》
《1 sifflait quelque chose entre ses dents, une espece d'air 
marin, comme en chantent pour s'egayer le cceur, les matelots et 
les filles dans les cabarets des ports… 
Un instant, au milieu de sa promenade agitee, s'arrt!ta et se 
pencha sur la table, chercha dans une boite, en sortit plusieurs 
feuilles de papier…》 (ibid.,p. 84) 
53) ibid., p. 115. 
54) 《1avait un chapeau haut de forme tres cintre qui brillait dans 
la nuit comme s'il eilt ete d'argent; (…） , un gilet tres ouvert, 
(…) Cet elegant, …》 (ibid.,p. 66) 
55) 《ungari;on de campagne, (..) son chapeau de feutre sur la filte et 
sa serviette fixee A son gilet.》(ibid.,p. 85) 
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せた庭で， Meaulnesが耳にするのは酔客が歌う酒場歌である 56)。作中の
言葉をそのまま使って言う fらば，《Cょ ommetout paraissa1t change 
c'etait le commencement du desarro1 et de la devastation.》57) 曲ja..》《
モチーフは同じでも，それらが表わす表清は，常ならぬ体験の先と後とで
は何とちがうことか。
これ以後， Meaulnes がウエリントンの部屋を離れるまでは，• 最初にこ
の部屋で窓の音を聞く以前，この部屋に着くまでとちょうど対称になって
いる。
庭から再びウエリントンの部屋へもどって戸を閉める58)。ちょうどこの
屋敷に来た最初の日，この部屋へ忍び込んで窓を閉めたときのように59)0 
暗い中で，部屋の中の品物を見分けるのも同じ60)' しかし前日にはすべて
に用心深かった Meaulnesが，このときは《distraitement》に着がえ
をしてチョッキを間違えるのである61)。それから，馬車の置かれた中庭に
面した窓の下で，出発のための大混乱が始まっているなかを，丁寧に戸を
56) 《Lepare, le jardin et la cour etaient plonges dans une obscuri給
profonde. 1 n'y avait pas, ce soir-la, de lanternes aux fenetres.》
《..Jes moins hons des invites, qui peut-etre avaient bu, s'etaient 
mis a chanter. A mesure qu'il s'eloignait, Meaulnes entendait 
monter leurs airs de cabaret, dans ce pare qui depuis deux jours 
avait tenu tant de grace et de merveilles.》(ibid.,p. 86) 
57) ibid. 
58) 60) 61) 《Meaulnesrentra dans sa propre chambre et ferma la porte. 
Malgre l'obscuri給， ilreconnut chacune des choses qu'il avait 
rangees en plein jour, en plein bonheur, quelques heures aupar-
avant. Piece par piece, fidele, il retrouva tout son vieux vetement 
miserable, depuis ses godillots jusqu'a sa grossiere ceinture a 
boucle de cuivre. 1 se deshabilla et se rhabilla vivement mais 
distraitement, deposa sur une chaise ses habits d'emprunt, se trom-
pant de gilet.》Cibid., p. 87) 
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閉めてこの部屋を立ち去る62)。前日に，様々な種類や形の馬車で埋った中
庭を通ってウエ・リントンの部屋まで辿り着き，その窓を扉のようにそっと
押し開けて中に人ったのと同じように。63)
尚も中心から前後に延長して Meaulnesの冒険の全行程を見てゆくと，
やはり興味深い対称＝繰り返しに気づく。屋敷を去るべく最後にウエリン
トンの部屋を出た Meaulnesは，前夜そこからあの「魅惑的で狂おしい
祭」へと入っていった中央の建物（母屋）の人口から，農夫が駅す古いべ
ルリン馬車に乗って，来た時と同じく並木道を通って屋敷を離れてゆく 64)。
往路では並木道で，お祭の計画を生いきと話しながら行く子供達に遭った65)。
ここでも子供達は居る。ただし彼らは馬車の中ですでに眠っている66)。さ
59) 60) 63) 《・1 arnva a la hauteur de la fenetre, qu 1 poussa sans 
bruit comme une porte. 
Ilse trouvait, non pas dans un grenier a foin. mais dans une 
vaste piece au plafond bas qui devait etre une chambre a coucher. 
On distinguait dans la demi-obscurite du soir d'hiver que la table, 
la cheminee et meme les fauteuils etaient charges de grands vases, 
d'objets de prix, d'armes anciennes. Au fond de la piece, des 
rideaux tombaient, qui devaient cacher une alcove. 
Meaulnes avait ferme la fenetre, …》 (ibid.,p. 60) 
62) 《Ontirait, on appelait, on poussait, chacun voulant defaire sa 
voiture de l'inextricable fouillis ou elle etait prise. De temps en 
temps un homme grimpait sur le siege d'une charrette, (…） Et c・est 
ainsi qu'il quitta, refermant soigneusement la porte, ce mysterieux 
endroit qu'il ne devait sans doute jamais revoir》(ibid, p 87) 
64) c.f. ibid., p. 90. 
65) c.f. ibid. p. 58. 
66) 《Surla banquette, dans un coin de la voiture, deux tout petits 
enfants, un gar9on et une file, dormaient.》(ibid.,p 90) 
《serenfoncerent dans leur coin et se rendormirent》:les coins et 
les seuils. (Le Grand Meaulnes, Lib. Nizet, p. 328) 
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らに進んで，この屋敷の敷地を出て森の中に入り，馬車は突然障害物に出
くわす。その直後に Meaulnesは森の奥に光 (uneclain)を見る。こ
れは 9章《unehalte》の冒頭部分と対をなす。
《Brusquement, dans le chemin etroit, la voiture fit un 釦art
pour ne pas heurter un obstacle.》
《lorsquesoudain, dans la profondeur du lois, il y eut un eclair, 
67) 
《Soudain,la jument ralentit son allure, comme si son pied avait 
bute dans l'ombre;》
《ilaperi,ut, entre les branches, une lumiere.》68)
先に Meaulnesが見た光は，冒険に向かう Meaulnesにとってーと
きの休息の場所になるかも知れなかった田舎家の媛炉に燃える火であり，
後の光は， Frantzが自分の頭に弾丸を打ち込もうとした時の銃火である。
そして最後に，今までみてきた対称の外側に，冒険の全行程の初めと終
わりに， Meaulnesの「眠り」がある69)。眠っている間に彼は一つの界を
67) ibid., p. 91. 
68) ibid., p. 49. 
69)≪L e voyageur ava1t enroule autour de ses epaules, comme une cape, 
sa grande couverture. Les jambes allongees, accoude sur un c6給 de
la carriole, il dut somnoler un assez long moment . 
. Lorsque, grace au froid, qui traversait maintenant la couver-
ture, Meaulnes eut repris ses esprits, il s'aperi;ut que le paysage 
avait change.》(ibid.,p. 46) 
≪Personne a qui parler des evenements mysterieux de ces deux jours. 
Apres avoir longtemps repasse dans son esprit tout ce qu'il avait 
vu et entendu, plein de fatigue et le creur gros, le jeune homme, 
lui aussi, s'abandonna au sommeil, comme un enfant triste . 
…Ce n'etait pas encore le petit jour lorsque, la voiture s'etant 
arretee sur la route, Meaulnes fut reveille par quelqu'un qui cog-
nait a la vitre. Le conducteur ouvrit peniblement la portiere et 
cria, tandis que le vent froid de la nuit glai;ait l'ecolier jusqu'aux 
os: -1 va falloir descendre ici. Le jour se leve.》(ibid.,p. 91) 
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越えたかのようである。しかもこの「眠り」と「目ざめ」・ も，前者と後者
では質が異なるように思われる 70)0 
今まで述べた対称と繰り返しを順を追って書き表わすと次のようになる。
Meaulnesの眠りと目ざめ
障害物・光
並木道・子供達
馬車のある庭・ベルリン馬車
Wの部屋の窓を開いて入る
部屋の中の品物を見わける
窓を閉める
眠り・目ざめ (Wの部屋）
窓の音
中庭の風・オーバーがひるがえる
歌声・子供，娘達の声
エレガントな少年
中央の建物（母屋）
笑い声・歌声・呼ぶ声 71)
????
?
?????
???
??? ?
?
?
?
?
?
??
?
』??
? ?
? ?
? ?
? ? ? ?
? ? ? ? ? ?
70) 《somnoler》: le seuil (Le Grand Meaulnes, Lib. Nizet, p. 294) 
それは眠っている間に界を越えてはいり込んだ世界の性質の違いに由来す
るのであろうか？
71) 《・1 se trouva, sans vo1r personne, entoure de nres, de chants, 
d'appels .》 (LeGrand Meaulnes, Flammarion, p. 67) 
L出会いと語らい， lapa,tie de plaisi, 
完全な幸福感と神秘的な存在の思い
夢想・目ざめ (Wの部屋）
戸の音
窓からはいる中庭からの風，外套がひるがえる。 (Frantz)
酒場歌 (Frantz)
母屋・田舎の少年
酒場歌（酔客の合唱）
Wの部屋に戻って戸を閉める
部屋の中の品物を見わける
戸を閉めて部屋を出る
庭・ベルリン馬車
子供達・並木道
障害物・光
眠りと目ざめ
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《lafete strange》,《Etrangepartie de plaisir》の後では何もかもが変
化する。それは Meaulnes自身の心理，感清においても同様である。「異
様な満足感，完全な，ほとんど陶然とするような安らかさ 72)」に支えられて
並木道を辿って来た Meaulnesも， Frantzに出会った後では，この屋敷
を去ることばかり考えている73)。逃れ去ると言ってもよい。一人そこに取り
72) 《uncontentement extraordinaire le soulevait, une tranquilli給 par-
faite et presque eni vran.te.》(ibid.,pp. 57~58) 
73) 《Illui etait egal de s'en aller maintenant.》(ibid.,p. 86) 
《Pour!'instant il ne s'agissait que de partir.》(ibid.)
《Ilfallait partir.》(ibid. p. 90) 
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残されるのを恐れてさえいる74)。というのも Meaulnesはこの時点ですで
に，自分の異常な (extraordinaire)体験が終わりに来ていることを知って
いるのである75)。この作の中で語られる物語の云わば発端であり，第一部が
終わるのと共に語り終えられる Meanlnesの冒険は，すでにここで完結し
ている。これ以後に続くこともないし，同じものが再び始まることもない。
作品の第二部が第一部と非常に異った雰囲気をもち，その印象を与え，第
三部が第一部の完全な繰り返しにはなっていないのも必然である。
ここで次に，その三つの部分がつくり出す対称—繰り返しについて確
めなければならない。
第三部を第一部に関連づけている最も大きな要素は登場人物，とりわ
け Yvonnede Galais と，彼女と Meaulnesの再会の機会となる
《Lapartie de plaisir 75>》である。これは， Meaulnesの冒険の頂
点であり， Yvonneが初めてその姿を見せた《Lafete etrange》の中
の《Etrangepartie de plaisir 7>》の繰り返しである。しかしそれが如
何に違うかは誰の目にも明らかである。同じものがあるとすれば，それ
は自然，背景だけである。美しい天気（季節こそちがえ）温かなそよ風
(brize 78)。樅の木 Oessapins 79l)水辺 (larive80l), 緑の小牧場
74) 〈KMeaulnesavait h§.te de trouver quelqu'un qui voulO.t bien se charger 
de lui. 1 avait h§.te de partir. 1 apprehendait, au fond du cceur, 
de se trouver soudain seul dans le Domaine, et que sa supercherie 
fo.t decouverte.》(ibid.,p. 89) 
75) 《Meaulnesne repondit pas. 1 lui etait egal de s'en aller mainte-
nant. N'avait-il pas ete jusqu'au bout de son aventure? …N'avait-
il pas obtenu cette fois tout ce qu'il desirait?》(ibid.,p. 86) 
《rienne servirait a l'ecolier de s'attarder.》(ibid.,p. 90) 
76) 第三部5章.6章
77) 注 26)参照。
78) Le Grand Meaulnes; Flammarion, p. 192. 
79) 80) 81) ibid., p. 182. 
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は庭園のようで，塔のあるロマンチックな小さい城 (depetits chdteaux 
romantiques avec une tourelle80)も見えている。しかしその中に登場
する人物の，というより Meaulnes自身の心的状態が違うのである。す
でに彼は，第一部で屋敷を離れるときに，自分の常ならぬ体験が終わりにき
ていることを知っていたし，第三部の四章で，たとえ外的な状況が整っても，
二度と同じ体験はもはや決して出来まいと自ら言っている。それ故，この
第三部の《lapartie de plaisir》に彼は，自ら言ったことの事実を確かめ
に来たようにも思える82)。それでもやはり，文中には，第一部の冒険の中
にあるのと同じような描写がある。しかしそれは，この partie de 
plaisirの結末の性格を見事に決定づけている。 Meaulnesのあの冒険の
頂点には，凡そ誰も滅多に到達できないことを示唆するように，そしてこ
の作品の中に見られる繰り返しがもつ性質を象徴するように，それはすべ
てが変ってしまった後の，「混乱と荒廃」 (desarroi,devastation 83>)の
象徴とも言うべき「酒場歌84)」と，人々が逃れるようにして屋敷を離れて
いった《Lafete etrange》の最後のものだけである85)0 
筋立て，背景，登場人物の行動，ある描写，一つの言葉など，様々な規模
82) 《-Ecoute-moi, dit-il. (...) J e ne sa1s ce qu il y a mamtenant 
contre moi: mais si je reste la, je sens qu'elle ne viendra jamais 
—qu'il est impossible qu'au bout de ce chemin, tout a l'heure, 
elle apparaisse.》(ibid.,p. 184) 
<—Ah! f .. a1sa1ts1mplement Meaulnes avec desespo1r et comme 
si chacune de ces disparitions lui eO.t donne raison contre la jeune 
file ou contre moi .》 (ibid.,p. 188) 
83) ibid., p. 86. 
84) ibid., p. 190. 
85) 《une a une, les vo1tures chargees de bagages et de gens partirent, 
（） … La roue grmi;a au tournant dans le sable…》 (ibid., p. 
192) 
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と形で現われる繰り返しが，いつの場合も後の方が，暗<'絶望的で，哀
しい表現となっていることは，この作品中に展開される物語の性格上たま
たまそうなったとか，テーマとなるある観念を表出するための一つのテク
ニックであるとかというより，別の何かもっと必然的な，自然発生的な
結果 (naturellement)のように思われる。 Alain-Fournierの作品が
（あるいはこの LeGrand Meaulnesが）あるテーマを展開し尽くし
て，一つの id給を一作品全体を掛けて表現しているという種類のもので
ないことは明らかである。先に引用した Alain-Fournierの言葉のよ
うに，自然，自然現象，物，事柄，人間やその動作，彼のまわりのすべて
の現象が彼の心に惹きおこす印象が連なって，作品の形を成しているとい
う感がある。それ故，作品中の様々な繰り返しが見せる共通の性格も彼の
「心」と無縁のものとは思われない。
1吋にしてすでに，「真実」はこの世の中にはないと覚っていた86>Alain-
Fournierを思うとき，音楽作品のなかの「下降する音型」が生み出す印
象と同質の印象を与える繰り返しに満ちた作品—Le Grand Meaulnes 
は， 28オでその生涯を閉じた Alain-Fournierの，やはり晩年の作品
であったのだと思われるのである。 （本学専任講師）
《Unea une, les voitures s'en allaient; les roues grini;aient 
sur le sable de la grande allee.》(ibid.,p. 90) 
唯一つ，「魅惑的で狂おしいお祭」の残響のように，最初の夜，母屋へゆく
Meaulnesが，中庭で耳にする歌声，子供や娘達の声と同じような表現がある。
《al'autre bout de la pelouse, nous entendions, assourdis par l'-
eloignement, comme un bourdonnement heureux, les voix des joueurs 
et des fillettes.》(ibid.,pp. 189~190) 
しかしこの後すぐに打ち消すように「酒場歌」が聞こえるのである。
86) 《i1n'y a pas au monde〈laVerite〉,mais des gens qui la regardent 
et qui la cherchent .》 (Lettres Aヽlain-Fourniera sa famille, 
Emile-Paul, 1949, p. 100) 
